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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　オーステナイト系の鉄鋳型合金からなる耐熱性の軸受材料であって、
　その軸受面において固体潤滑剤作用を達成するのに十分な含有率で硫黄を含み、且つ、
　１から６重量パーセントの含有率で１つ又は複数の合金元素、すなわち、タングステン
（Ｗ）、コバルト（Ｃｏ）、ニオブ（Ｎｂ）、レニウム（Ｒｅ）、モリブデン（Ｍｏ）、
タンタル（Ｔａ）、バナジウム（Ｖ）、ハフニウム（Ｈｆ）、イットリウム（Ｙ）、ジル
コニウム（Ｚｒ）、及び／又は、比較的高融点の合金元素を含み、
　前記個々の合金元素をそれぞれ重量パーセントで表す以下の合金組成
　　Ｃ＝０．４から０．６
　　Ｃｒ＝１８から２７
　　Ｎｂ＝１．４から１．８
　　Ｎｉ＝１２から２２
　　Ｓ＝０．２から０．５
　　Ｓｉ＝２．９から３．２
　　Ｗ＝２．４から２．８
　　残り＝鉄
　　３以下の不純物すなわち不特定合金元素
を特徴とする軸受材料。
【請求項２】
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　請求項１に記載の軸受材料よりなる羽根軸受リングにおいて、
　前記個々の合金元素をそれぞれ重量パーセントで表す以下の合金組成
　　Ｃ＝０．４から０．６
　　Ｃｒ＝１８．５から２０．５
　　Ｎｂ＝１．４から１．８
　　Ｎｉ＝１２．５から１４
　　Ｓ＝０．２５から０．４５
　　Ｓｉ＝２．９から３．１５
　　Ｗ＝２．４から２．８
　　残り＝鉄
　　３以下の不純物すなわち不特定合金元素
を特徴とする羽根軸受リング。
【請求項３】
　請求項１に記載の軸受材料よりなる羽根軸受リングにおいて、
　個々の合金元素をそれぞれ重量パーセントで表す以下の合金組成
　　Ｃ＝０．４から０．６
　　Ｃｒ＝２４．５から２６．５
　　Ｎｂ＝１．４から１．８
　　Ｎｉ＝１９．５から２１．５
　　Ｓ＝０．２５から０．４５
　　Ｓｉ＝２．９から３．１５
　　Ｗ＝２．４から２．８
　　残り＝鉄
　　３以下の不純物すなわち不特定合金元素
を特徴とする羽根軸受リング。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、オーステナイト系の鉄鋳型合金からなる耐熱性の軸受材料に関するものであ
る。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００２】
　本発明は、このような軸受材料を、高温で、特に６００°Ｃを上回る、とりわけ８５０
°Ｃを上回る温度で使用する場合に信頼性が高いように構成することである。ここでの軸
受材料は、固体潤滑剤特性を有し、この固体潤滑剤特性が、上記のような高温においても
出来るだけ高い度合いで維持されるもののことである。
【課題を解決するための手段】
【０００３】
　上記目的は、請求項１の特徴的な構成に基づく軸受材料によって達成される。
【０００４】
　このような軸受材料の有利な合金は、従属請求項の対象である。
【０００５】
　本発明は、潤滑作用に必要な硫化物を合金内に形成できるほどの含有率で硫黄を提供す
る、という概念に基づくものである。高温時に高い耐クリープ性と高い剛性とを有してい
るほうがよいオーステナイト系の鋳型合金においてこのような硫化物の形成は、それ自体
が矛盾するものである。この矛盾は、一般的な技術知識によれば、このような材料に含ま
れる硫化物は、高温時の高い耐クリープ性及び高い剛性にとっては構造妨害としての欠点
であり、それゆえに回避すべきものである、ということから生じる。したがって、本発明
は、例えば、高いクリープ耐性があり、且つ、温度については安定性があり、高温でも依
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然として固体潤滑剤特性を示す原料を得るという目的に関して、一般的な技術知識とは正
反対の、それゆえ、当業者が予期し得ない驚くべき結果を示すものを提案する。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００６】
　図面には、本発明の軸受材料についての特性を表す複数のグラフを示す。各グラフに示
す曲線は、Ａで表されているものは請求項７の原料に関するものであり、Ｂで表されてい
るものは請求項８の原料に関するものである。
【０００７】
　以上の説明及び請求項に示す全ての特徴は、単独でも任意の形態で組み合わせても本発
明にとって重要なものである。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】（ａ）及び（ｂ）のグラフは、サンプルに２ＭＰａずつ段階的に負荷し、３５秒
の保持期間で、保持期間の最後の５秒にクリープ率を測定した場合の合金Ａ及びＢのクリ
ープ特性、具体的には、（ａ）に７００°Ｃでのクリープ特性、（ｂ）に９００°Ｃでの
クリープ特性を示す。
【図２】このグラフには、合金Ａ及びＢの弾性係数Ｅ及び剪断弾性率Ｇが温度に応じて記
録されている。
【図３】このグラフは、合金Ａ及びＢの熱膨張率を温度に応じて示す。
【図４】このグラフでは、合金Ａ及びＢの高温硬度（単位はＨＶ１０）が温度に応じて縦
座標に記録されている。
【図５】各２時間の保管と空気冷却の後の合金Ａ及びＢの硬度（単位はＨＢ２．５／１８
７．５）を温度に応じて縦座標に示す。
【図６】この図は、ｐ＝濃度、λ＝熱伝導性、Ｒｐ０２＝膨張限度、Ｒｍ＝引張強度、Ｅ
＝弾性係数の値をそれぞれ室温での合金Ａ及びＢについて示す表を含んでいる。
【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】
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